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建築の低炭素化・省エネルギー化対応ワーキンググループ（以下、WG）では、2020 年新築住宅の改正省エ
ネルギー基準の対応に向けて、省エネルギーに関する情報を発信していくことにしました。会員の皆さまに住
宅の省エネ設計でお役立ていただければと思います。第 1回は建築の低炭素化・省エネルギー化対応WG委
員より、設計事例をご紹介します。

建てた後にコストがかからない家

　2020 年の住宅省エネ義務化と共に 2030 年までに住宅
ZEH 化＊1が予定されています。「施主に ZEH のメリットにつ
いて説明し、理解を得ること」が必須ですが、そのハードル
を超えるのは簡単なようでとても難しいという意見も多くあ
ります。どのように ZEH を建て続けているのか、取り組みの
一例をご紹介します。
　提案しているのは、建てた後にコストがかからない家です。住
み心地のいい家を追求するために高断熱・高気密などの性能
を確保し、太陽光発電システムで冷暖房費をまかない、ローメ 
ンテナンスで心地よさが長持ちする家づくりを提案しています。
　2009 年に長期優良住宅促進法が施行されたことを機に、

数世代にわたり100 年住み継ぐことができる家の性能を表示す
るため、構造計算と温熱外皮計算を社内で行うこととしました。
　法改正があるたび仕様規定に沿うのではなく、今後求めら
れる家づくりについて考え、性能計算を綿密に行いながら設
計や仕様を改善してきました。当初は設備機器頼みの ZEH
は否定的でしたが、外皮性能を重視するようになり ZEH につ
いても前向きに取り組み、太陽光発電システムを標準仕様に
追加しました。

機械に頼らない住まいづくり

　ZEH の外皮基準や HEAT20 の断熱性能水準などを参考に
しながら、標準仕様のグレードアップを図った現在は、木造
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軸組工法の外張り断熱で、基礎が押出法ポリスチレンフォー
ム（スタイロフォーム AT ／ダウ化工）50mm 外張り＋ A 種
フェノールフォーム保温板（ネオマフォーム／旭化成建材）
20mm 内張り、外壁がネオマフォーム 45mm、屋根はネオ
マフォーム 45mm ＋ 45mm、サッシは YKKap の APW330、
ガス入り Low-E 複層ガラスで日射取得ガラスと遮蔽ガラスを
使い分け、HEAT20 の G1 グレード（5 地域で UA 値 0.48）
をクリア。
　また、気密測定も行っており C 値 0.1＊2 を実現しています。
換気は第三種ですが、最近は「パッシブ換気・床下暖房シス
テム」を採用しています。システム導入にあたっては基礎設
計の見直しを行いました。【図 1】
　室内外の温度差を利用して、床下へ新鮮空気を導入し床
下エアコンで温めた新鮮空気を建物内に巡らせ、汚れた空気
を屋根の排気塔から屋外に出す同システムは、機械に頼らな
い換気方式で、エアコンも一般的な 4kW クラス１台で十分
機能を発揮するため「メンテナンスコストがかからない家」
という考えに一致したシステムでもあります。
　パッシブ換気は排気口についている湿度センサーが、湿度
に応じて自動的に開閉するので、カビや結露のない健康的な
室内空気環境を実現できることになります。夏場はロフトに
設置したエアコン 1 台で住宅全体をまかなうことができます。

　太陽光パネルは、標準で 4.5kW 程度、条件によっては
3.8kW でも ZEH を実現しています。昨今はリノベーション
の依頼が多く、耐震＋断熱改修をする際は、太陽光発電の設
置を勧めることも増えています。

ZEH 建設の課題の一つが施主の理解

　私は、具体的なデータを提示しながら、長期的なランニン
グコストやメンテナンスコストに重点を置いて説明を行って
います。「月々これだけ安くなる」という説明ではなく、30
～ 50 年単位の試算が分かる資料をお見せしています。この
ことは目先の工事金額にとらわれることなく、施主の資産と
なり家族が心地よく過ごせる家なのかを判断する重要なこと
です。
　太陽光発電による売電についてはセールスポイントにして
おらず、自家消費できる点を中心に説明しています。国から
の各種補助金についても年度により金額が変動するので「説
明する程度」にとどめています。
　BELS（建築物省エネルギー性能表示制度）や自社で蓄積
したデータなどを使って住宅の性能やランニングコストの実
態を施主に伝えることが重要だと考えます。

＊ 1　ZEH（ゼッチ）（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）
外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システムの導入により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、
再生可能エネルギーの導入により、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した住宅。家庭で使う電気やガスなどは二次エネルギー
と言われ、一次エネルギー（自然から直接採取されるエネルギー）を加工して作られるため、二次エネルギー量を減らすことが、一次エネルギー量の削
減につながる。
＊ 2　Ｃ値
住宅の気密性を表す数値で、隙間面積を延床面積で割って出した数値。数値が小さいほど気密性が高い。

【図 1】パッシブ換気・床下暖房システム　　
イラスト提供：パッシブ技術研究会
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